
医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾1833

茅ケ崎駅､湘南台駅より
神奈中バス｢文教大学｣下車､徒歩8分

茅ケ崎駅 辻堂駅
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9月18日（水）14：00～15：00
湘南さくら病院 1階 作業療法室

日 時

会 場

認知症介護の悩み事あれこれ
　認知症を抱えている方を介護するに
あたり、思いがけない抵抗にあって、心が
折れそうになることがあります。そんな時
の工夫した対応の仕方や、自分の気持
ちのコントロール方法について、当院の
齊藤医師が具体的にお話します。お気
軽にご参加ください。

次回予告
10月28日（月）開催予定

講 

師

湘南さくら病院
精神科

齊藤 和郁葉 医師
～双方がご機嫌で介護され、
　　　　  　　介護するために～

9月19日（木）13：00～14：00
湘南東部総合病院 東館1階 講堂

日 時

会 場

アクセス

お問合せ
湘南東部総合病院
☎0467-89-3633（地域連携室）
茅ヶ崎市西久保500

JR茅ケ崎駅北口および
茅ヶ崎市内各所より無料シャトルバス

医学講座 参加無料参加無料

だるい…気力がない… ～女性に多い甲状腺の病気！！診断と治療について～
　「だるさ」「無気力」など、原因不明の不
調をかかえている方は少なくありません。
原因を疲労と考え、簡単に片付けてしまい
がちですが、甲状腺の病気が潜んでいる可
能性があり、特に女性は注意が必要です。
「甲状腺の病気は、適切な診断と治療を受
ければ怖くありません。今回の講座で正しい
知識を身につけ、皆さまの健康生活にお役
立てください」と鬼頭院長は話しています。

講 

師

湘南東部クリニック
外科

鬼頭 文彦 院長

新湘南バイパス

北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

北口

中央公園

茅ケ崎駅

湘南東部
総合病院

45
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希望者には看護師による血圧測定を実施！

●日本内科学会 指導医
●日本消化器病学会 指導医
● 日本肝臓学会 指導医
●日本消化器内視鏡学会 指導医
●日本がん治療認定医機構 暫定教育医
● ＩＣＤ（Infection Control Doctor）
●臨床研修指導医

平野 克治副院長
湘南東部総合病院 内科副部長
「肝臓病センター」センター長

平野 克治副院長
湘南東部総合病院 内科副部長
「肝臓病センター」センター長

常
あ
り
』
と
判
定
さ
れ
て
精
密
検

査
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
さ
ら
に
精

密
検
査
を
受
け
た
０
．
17
％
（
17

人
）
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
と
い

う
割
合
に
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
、
当
院
で
大
腸

が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は

１
８
６
９
名
で
す
の
で
、
換
算
す

る
と
、
３
名
の
方
に
大
腸
が
ん
が

見
つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

胃
が
ん
も
大
腸
が
ん
も
、
進
行

し
て
い
な
い
『
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
』
で

　
︱
︱
︱
湘
南
東
部
総
合
病
院
で

が
ん
検
診
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

　
（
同
）「
は
い
、も
ち
ろ
ん
で
す
。

当
院
（
湘
南
東
部
総
合
病
院
）
で

は
、
胃
が
ん
検
診
に
お
い
て
、
２

年
間
に
７
２
３
名
の
方
が
内
視
鏡

検
査
を
受
け
、
５
名
の
方
に
が
ん

が
認
め
ら
れ
ま
し
た（
発
見
率
０
．

69
％
）。

　

日
本
で
は
、
大
腸
が
ん
検
診
を

受
診
す
る
と
、
６
．
07
％
の
割
合

（
１
万
人
中
、６
０
７
人
）
で
『
異

早
期
発
見
で
が
ん
は
完
治
で
き
る

『
乳
が
ん
』『
子
宮
頚
が
ん
』
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
お
す
す
め
し
た
い
の
は
、

『
胃
が
ん
検
診
』で
す
。茅
ヶ
崎
市
・

寒
川
町
で
は
、
２
年
前
か
ら
、
胃

が
ん
の
内
視
鏡
検
診
を
開
始
し
ま

し
た
」

の
病
院
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〈
五
大
が
ん
〉
と
言
わ
れ
る
『
肺

が
ん
』『
胃
が
ん
』『
大
腸
が
ん
』

は
、
早
期
に
発
見
し
、
適
切
に
治

療
す
れ
ば
、
完
治
は
可
能
で
す
。

　

無
症
状
で
あ
る
初
期
の
段
階

で
、が
ん
を
発
見
す
る
た
め
に
は
、

『
が
ん
検
診
』
の
受
診
は
と
て
も

有
用
な
方
法
で
す
」

　
︱
︱
︱
が
ん
検
診
は
、
都
心
な

ど
に
行
か
な
く
て
は
、
受
け
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
（
同
）「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
各
市
町
村
が
指
定
病
院
で

実
施
す
る
が
ん
検
診
は
、
各
地
域

そ
の
通
り
で
す
。
が
ん
は
、
２
人

に
１
人
が
罹
る
病
気
と
し
て
国
内

で
は
増
加
を
続
け
て
い
て
、
割
合

と
し
て
は
、
３
人
に
１
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
病

気
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
」

　

︱
︱
︱
や
は

り
、が
ん
は
“
不

治
の
病
”
な
の

で
す
か
？

　
（
同
）「
が
ん

　
︱
︱
︱
日
本
で
は
、
が
ん
の
患

者
数
が
増
加
し
続
け
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。

　
（
平
野
副
院
長
）「
残
念
な
が
ら
、

　

湘
南
東
部
総
合
病
院（
茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０
☎︎
０
４
６
７
・
８
３
・
９
１
１
１
）

で
は
、茅
ヶ
崎
市
や
寒
川
町
が
実
施
す
る
「
特
定
健
康
診
査
」
の
指
定
病
院
で
あ
り
、

各
種
「
が
ん
検
診
」
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
受
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

同
院
の
平
野
克
治
副
院
長
（
消
化
器
内
科
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

特
定
の
病
気
を
調
べ
る「
検
診
」

は
、男
性
44
．５
％
、女
性
38
．５
％

で
し
た
。
が
ん
検
診
を
受
診
し
な

い
理
由
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う

な
結
果
が
出
ま
し
た
。（
内
閣
府

「
が
ん
対
策
に
関
す
る
世
論
調
査
」

２
０
１
６
年
よ
り
抜
粋
）。

◇
受
け
る
時
間
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

  

…
30
．６
％

◇
健
康
に
自
信
が
あ
り
、
必
要
性

　
を
感
じ
な
い　
　

  

…
29
．２
％

◇
心
配
な
と
き
は
、
い
つ
で
も
受

　
診
で
き
る　
　
　

  

…
23
．７
％

◇
経
済
的
に
負
担
に
な
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

…
15
．９
％

　

し
か
し
、
健
診
・
検
診
は
、
自

覚
症
状
が
な
い
時
に
受
け
て
、
病

気
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
本
来

の
目
的
で
す
。
健
康
と
思
っ
て
い

る
時
に
こ
そ
、
受
け
る
べ
き
も
の

な
の
で
す
。
心
配
に
な
っ
た
時
に

は
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
健
診
・
検
診
を
先
送
り

に
し
て
き
た
人
は
、
こ
の
秋
か
ら

の
「
健
康
診
査
」
や
、
年
明
け
ま

で
可
能
な
「
が
ん
検
診
」
を
受
け

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

か
ら
で
は
、
既
に
大
腸
が
ん
は
進

行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
無

症
状
の
う
ち
に
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
、早
期
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
早
期
の
治
療
で

根
治
が
可
能
で
す
。
40
歳
以
上
に

な
っ
た
ら
、
毎
年
、
大
腸
が
ん
検

診
を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
進
行
し
て
か
ら
で
は
、

治
療
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

厚
労
省
の
調
査
（「
国
民
生
活

基
礎
調
査
」
２
０
１
６
年
）
に
よ

る
と
、
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
率

　

一
方
「
検
診
」
は
、
特
定
の
病

気
を
発
見
し
、
早
期
に
治
療
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
検
査
で
す
。

　

例
え
ば
、「
胃
が
ん
検
診
」「
大

腸
が
ん
検
診
」「
乳
が
ん
検
診
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
を
発
見

す
る
た
め
に
は
、
健
診
だ
け
で
な

く
、が
ん
を
発
見
す
る
た
め
の「
が

ん
検
診
」
の
受
診
が
必
要
で
す
。

　

大
腸
が
ん
を
例
に
あ
げ
る
と
、

日
本
で
は
毎
年
お
よ
そ
５
万
人
も

の
死
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
血

や
腹
痛
な
ど
の
自
覚
症
状
が
出
て

分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
役
立
て
た
り
、
自

分
で
は
気
づ
い
て
い
な
い
病
気
を

発
見
し
、
自
覚
す
る
こ
と
に
「
健

診
」
は
役
立
ち
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に

着
目
し
た
「
特
定
健
診
（
特
定
健

康
診
査
）」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

勤
務
先
の
企
業
が
実
施
し
て
い
る

「
社
員
健
診
」
や
、通
学
先
（
学
校
）

で
の
健
診
、
妊
娠
中
の
女
性
が
受

け
る
「
妊
婦
健
診
」
な
ど
も
、
こ

れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

れ
別
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
そ
の
内
容
に

よ
っ
て
、
言
葉
が
使
い
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

葉
に
つ
い
て
、
疑
問
を
抱
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
健け
ん
し
ん診

」

と
「
検け
ん
し
ん診
」、
一
体
ど
ち
ら
が
正

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
こ
の
言
葉
に
は
、
そ
れ
ぞ

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
病
院

や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
前
で
、「
特
定

健け
ん
し
ん診、
受
付
中
」
と
い
う
看
板
を

見
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。

　

こ
の
「
け
ん
し
ん
」
と
い
う
言

健
康
状
態
を
知
る「
健
診
」

　

最
近
、
よ
く
耳
に
す
る
「
特
定
健
診
」
と
は
、
健
康
診
断
の
こ
と
で
す
。
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。「
が
ん
検
診
」は
、が
ん
を
調
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
検
査
で
す
。

検
査
や
健
診
は
、
本
来
は
無
症
状
で
あ
る
時
期
に
受
け
る
も
の
で
す
。

　
「
健
診
」
は
、
健
康
診
断
の
こ

と
で
す
。
あ
る
特
定
の
病
気
を
調

べ
る
検
査
で
は
な
く
、
個
人
の
健

康
状
態
を
確
認
し
て
、
隠
れ
て
い

る
病
気
な
ど
を
、
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
人
の
死
因
の
約
６

割
は
、
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中

な
ど
の
い
わ
ゆ
る「
生
活
習
慣
病
」

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

厚労省「国民生活基礎調査」２０１６年より作成

肺がん

10

0

60
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（％）

胃がん大腸がん 乳がん 子宮頚
がん

過去１年間の「がん検診」受診率
［４０～６９歳（子宮頚がんは２０～６９歳）が対象］

男性 女性

51.0
46.4 44.5

33.7

41.741.7
35.535.6 38.538.5 36.936.9

あ
れ
ば
、
５
年
生
存
率
は
90
％
以

上
に
な
り
ま
す
。
が
ん
検
診
を
受

け
て
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
」

　
︱
︱
︱
特
定
の
病
気
を
調
べ
る

検
診
で
は
な
く
、
自
分
の
健
康
状

態
を
知
り
、
生
活
習
慣
病
を
早
期

発
見
・
予
防
す
る
目
的
の
健
康
診

断
（「
特
定
健
康
診
査
」
な
ど
）

で
は
、
国
内
で
は
ど
の
よ
う
な
結

果
が
多
い
の
で
す
か
？

　
（
同
）「
特
定
健
康
診
査
で
は
、

『
肝
機
能
異
常
』
を
指
摘
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

肝
機
能
異
常
を
機
に
、脂
肪
肝
、

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
、
自
己
免
疫
性

の
肝
疾
患
な
ど
が
見
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
自
分
で
は
知
ら
な

い
う
ち
に
肝
硬
変
に
進
み
、腹
水
、

黄
疸
な
ど
の
症
状
が
出
た
り
、
肝

が
ん
を
発
症
し
な
い
よ
う
に
、
肝

機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
ら
、
迷

わ
ず
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

腹
部
超
音
波
検
査
（
エ
コ
ー
）

で
は
、
肝か
ん
ぞ
う臓
・
胆
の
う
・
膵す
い
ぞ
う臓
・

腎じ
ん
ぞ
う臓・
脾ひ
ぞ
う臓
な
ど
の
臓
器
を
調
べ

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
脂
肪
肝
、

腎
の
う
胞
、
胆
の
う
ポ
リ
ー
プ
、

肝
の
う
胞
な
ど
が
発
見
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
肝
臓
内
で
〈
肝
血
管

腫
〉
と
い
う
良
性
の
し
こ
り
が
見

つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
肝
臓
が
ん
と
見
分
け
が
つ
か

な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
で
精
密
検
査
を
し
た

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
」

　
︱
︱
︱
丁
寧
な
お
話
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
健
康
に
つ

い
て
考
え
直
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　
（
同
）「
が
ん
検
診
や
特
定
健
診

で
、
消
化
器
の
病
気
が
見
つ
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
に
一

度
は
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
」。

〈イメージ〉病
院
な
ど
で
見
か
け
る
案
内
看
板

「
健
診
」と「
検
診
」の
違
い
は
わ
か
り
ま
す
か
？

無
症
状
の
時
に
こ
そ
、「
が
ん
検
診
」の
受
診
を
！

湘
南
東
部
総
合
病
院
　
平
野
克
治 

副
院
長

2019年9月
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医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（担当 香川）
茅ヶ崎市行谷583-1

湘南ふれあいの園から無料シャトルバス

茅ケ崎駅

寒
川
駅

1

45
47

404

新湘南バイパス

茅ケ崎
新北陵
病院

シャトル
バス
乗り場

湘南
ふれあいの園

9月24日（火）14：00～15：00日 時

会 場 茅ケ崎新北陵病院 2階 多目的室

末永くつきあいたい心臓のお話 ～心不全の予防と治療とは？～
　加齢とともに血管や臓器はもろくなり、
身体の機能も衰えてきます。また、生活習慣
病を放置しておくと、心臓や脳の大きな病気
にもつながっていきます。今回は、身体で
最も重要な「心臓の病気」についてお話
します。これを機会に、生活習慣病を見直し
てみませんか？ 

次回予告

講 

師

茅ケ崎新北陵病院
循環器内科

中谷 速男 院長

10月29日（火）14：00から開催

９／２8（土）湘南ふれあいの園２Fラウンジにて１４：００～１５：４５【要事前予約】

高齢者ご本人やご家族、中高年ご夫婦など
対象

お問合せ

これで安心！老人ホームの選び方高齢者セミナー 無料

急に介護が必要になった時のことを考え、
今からできる備えとは？

高齢者施設の種類や違い、入居を検討する時
の注意点、重要書類の見方などを伝授！第１部 第2部

先着２０名様
＊９／２８セミナー限定

キリトリ

キ
リト
リ

キ
リト
リ

キリトリ

お電話申込券お電話申込券

湘南ふれあいの園 ☎０４６７-８６-６５３４

内容

● 康心会茅ケ崎中央病院（同時リニューアル）を併設
● JR茅ケ崎駅まで徒歩５分、国道１号沿いでアクセス良好
● 市中心地のため、市役所や文化会館などが目の前！
● 医療・介護・福祉・教育の「ふれあいグループ」の連携体制

入居に関するお問合せは  湘南ふれあいの園
☎０４６７-86-６534までお気軽にお電話をー。

完成イメージ（上層階「湘南ふれあいの園」）

介護付有料老人ホーム

湘南ふれあいの園
来春

（2020年）
オープン！

ふれあいグループ
メディカル
ネットワーク

手術 検査 入院 通院 リハビリ 透析

グループ
病院

看護 介護 生活
相談

湘南
ふれあい
の園

外来・救急

往診・検診

国道
１号

中央
公園

茅ケ崎
市役所

北口

◀平塚 辻堂▶

イオン 温泉

茅ケ崎駅

市民文化会館
市役所
1

中央公園

ココ

北茅ケ崎駅

茅ケ崎駅前

の
居
室
の
ま
ま
で
生
活
で
き
、
転

居
や
退
去
の
不
安
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」（
医

療
法
人
社
団
康
心
会
）
を
併
設
し

て
い
る
た
め
、
入
居
者
が
身
体
に

不
安
を
感
じ
た
場
合
、
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
医
療
環
境
、
茅
ケ
崎
駅

ま
で
徒
歩
５
分
と
い
う
利
便
性

は
、
移
転
前
の
今
の
ホ
ー
ム
で
も

人
気
は
高
く
、
こ
の
従
来
の
内
容

に
加
え
、
新
ホ
ー
ム
の
開
設
に

よ
っ
て
、
居
室
の
充
実
性
が
増
し

ま
す
。

　

元
々
、
入
居
希
望
が
多
い
「
夫

婦
部
屋
」
を
、
さ
ら
に
多
く
設
置

し
、
快
適
に
過
ご
せ
る
生
活
空
間

を
提
供
。
Ｉ
Ｈ
キ
ッ
チ
ン
・
浴
室
・

ト
イ
レ
な
ど
の
女
性
が
特
に
気
に

な
る
水
回
り
に
も
こ
だ
わ
り
、
洗

濯
機
の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
自

宅
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
、
そ
の

ま
ま
同
ホ
ー
ム
に
も
ち
込
み
、
生

活
で
き
る
新
し
い
「
湘
南
ふ
れ
あ

い
の
園
」
は
、
必
見
で
す
。

来
春
ま
で
特
別
価
格

竣
工
予
定
の
建
物
に
移
転
し
、
最

新
の
設
備
を
整
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
湘

南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
と
地
域
病
院

「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」
の
新
ビ
ル

オ
ー
プ
ン
は
、
２
０
２
０
年
春
に

お
け
る
茅
ヶ
崎
最
大
級
の
ニ
ュ
ー

ス
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
！
と

考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

安
心
感
と
利
便
性
を
備
え

　
「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」は
、「
自

立
」「
要
支
援
１
〜
２
」「
要
介
護

１
〜
５
」
の
幅
広
い
高
齢
者
が
入

居
で
き
る
介
護
付
き
の
有
料
老
人

ホ
ー
ム
で
す
。
今
の
お
身
体
の
状

況
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
暮
ら
し

を
見
据
え
て
入
居
す
る
人
も
多
い

と
い
い
ま
す
。
こ
の
先
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
原
則
、
入
居
時

北
口
の
建
設
中
ビ
ル
に
移
転

　

Ｊ
Ｒ
茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
徒
歩

５
分
、
国
道
１
号
の
「
茅
ケ
崎
駅

前
」
交
差
点
近
く
に
、
現
在
建
設

中
で
あ
る
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」。

こ
の
ビ
ル
の
上
層
階
が
、
介
護
付

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
湘
南
ふ
れ
あ

い
の
園
」
の
フ
ロ
ア
に
な
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
？

　
「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
は
、

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
に
開
設

し
た
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で

す
。
開
設
以
来
、
湘
南
地
域
の
多

く
の
人
々
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
病
院
（
茅
ケ
崎
中
央
病

院
）
が
隣
接
し
て
い
る
利
便
性
が

特
徴
で
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す

い
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」

が
、
来
春
（
２
０
２
０
年
上
旬
）

　

茅
ケ
崎
駅
北
口
・
国
道
１
号
沿
い
で
、
現
在
建
設

工
事
中
の
高
層
ビ
ル
に
、
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
が
移
転
し
ま
す
。
建
て
替

え
中
の
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」
と
と
も
に
、
来
春
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
今
夏
７
月
、「
茅
ケ
崎
中

央
病
院
」
の
院
長
と
し
て
着
任
。

こ
れ
ま
で
の
消
化
器
外
科
医
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
も
活
か
し
、
月
・

木
曜
日
の
午
前
中
の
外
来
診
察
も

担
当
し
て
い
る
「
現
場
第
一
」
の

院
長
で
す
。
毎
週
、
看
護
部
長
ら

と
と
も
に
院
内
巡
回
を
行
な
い
、

患
者
の
様
子
の
ほ
か
、
医
療
現
場

の
チ
ェ
ッ
ク
や
運
営
に
関
す
る
管

理
・
調
整
、
院
内
シ
ス
テ
ム
の
確

認
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。「
良

い
病
院
と
は
、
患
者
さ
ま
に
対
す

る
病
院
側
の
“
質
”
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ま
中
心
の
医
療

に
お
い
て
、医
療
を
施
す
環
境
や
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
・
ス
キ
ル

お
よ
び
人
間
性
を
高
め
る
こ
と
、

そ
し
て
患
者
さ
ま
が
安
心
で
き
る

信
頼
感
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
構

築
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と

的
確
に
話
し
ま
す
。

　

○
…
横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院

や
横
浜
市
南
部
病
院
の
院
長
を
歴

任
し
て
き
た
今
田
医
師
。
来
春
に

開
院
（
一
部
）
す
る
茅
ケ
崎
中
央

病
院
を
「
現
在
、
高
い
専
門
性
を

も
っ
て
い
る
耳
鼻
咽
喉
科
や
眼
科

と
慢
性
疾
患
（
内
科
）
医
療
に
加

え
、
救
急
医
療
や
内
科
・
外
科
の

急
性
期
医
療
に
、
さ
ら
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
」
と
意
欲
を
語
り
ま
す
。
自
身

は
上
部
消
化
管
疾
患
（
食
道
や
胃

な
ど
）
を
専
門
と
し
、
食
道
が
ん

や
胃
が
ん
の
手
術
な
ど
を
数
多
く

経
験
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、「
当

院
に
は
、
専
門
性
に
長
け
た
優
秀

な
ス
タ
ッ
フ
が
た
く
さ
ん
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
専
門
医
療
に
誇
り

を
も
っ
て
、
さ
ら
に
活
躍
し
て
ほ

し
い
で
す
」。
新
病
院
に
は
放
射

線
治
療
装
置「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
各

専
門
治
療
に
特
化
し
た
“
ブ
ラ
ン

ド
化
”
を
視
野
に
入
れ
た
運
営
方

針
を
思
索
し
て
い
ま
す
。

　

○
…「
今
後
は
高
齢
化
が
進
み
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
医

療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
院
は
、
グ
ル
ー

プ
（
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
）
組
織

に
よ
っ
て
、
介
護
や
福
祉
、
教
育

な
ど
に
わ
た
る
強
固
な
連
携
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、

湘
南
地
域
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
朗
ら

か
に
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

今田 敏夫 院長
 　（いまだ としお）　　　　

茅ケ崎中央病院
【総合診療科】

医学博士
日本外科学会 指導医・認定医
日本消化器病学会 指導医・専門医
日本消化器外科学会 指導医
日本胸部外科学会 指導医・専門医

 

専
門
性
を
高
め
、さ
ら
に
地
域
医
療
に

　
　
　
　 

貢
献
で
き
る
新
病
院
へ
飛
躍
を

こ
の「
人
」に
聞
く

運動療法マシンで自主的に訓練する
利用者の姿も見られる  ＝同老健にて

い
て
は
、
医
師
・
看
護
師
・
介
護

士
・
管
理
栄
養
士
・
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
・
相

談
員
ら
の
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
っ

て
、
ご
利
用
者
さ
ま
の
生
活
や
人

生
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
一
度
、
当
施
設
を
ご
見
学

く
だ
さ
い
」。

た
だ
け
ま
す
か
？

　
（
同
）「
コ
ー
ド
レ
ス
バ
イ
ク

や
、
胸
と
脚
の
複
合
筋
肉
を
強
化

す
る
運
動
療
法
マ
シ
ン
な
ど
を
導

入
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
心
身
機
能
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
に
つ

の
調
子
が
良
い
時
な
ど
、
利
用
者

さ
ん
が
気
軽
に
自
分
に
あ
っ
た
内

容
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
の
は
、

と
て
も
い
い
で
す
ね
。

　
（
同
）「
は
い
。
と
て
も
ご
好
評

い
だ
た
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
活
用
さ
れ
た
ご

利
用
者
さ
ま
の
感
想
に
は
、『
運

動
の
効
果
を
実
感
で
き
た
』『
歩

く
と
き
に
足
が
軽
く
な
っ
た
気
が

す
る
』
な
ど
が
あ
り
、
効
果
を
実

感
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

（
注
・
個
人
の
感
想
で
す
）」

　
︱
︱
︱
施
設
内
で
実
施
し
て
い

る
リ
ハ
ビ
リ
の
特
徴
も
お
教
え
い

「
当
施
設
で
は
、
ご
利
用
者
さ
ま

が
ご
自
宅
で
も
簡
単
に
実
施
で
き

る
『
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
』を
作
成
す
る
こ
と
に
、

特
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ご
利
用
者
さ
ま
が

通
っ
て
施
設
で
受
け
る
個
別
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
別
に
、
ご

利
用
者
さ
ま
の
身
体
状
況
や
機
能

の
回
復
レ
ベ
ル
を
把
握
し
て
い
る

担
当
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
で
作
成
し
た
個
別
の
ご
自

宅
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
」

　

︱
︱
︱
通
所
日
で
は
な
い
日

や
、
時
間
が
あ
る
時
、
ま
た
は
体

　
︱
︱
︱
「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」
で

は
、
日
帰
り
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
る
「
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
が
、
リ
ハ
ビ
リ
面
で
の
特

徴
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　
（「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」ス
タ
ッ
フ
）

　

藤
沢
市
遠
藤
・
大
庭
地
区
の
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」（
総
務
課
☎︎

０
４
６
６
・
８
６
・
９
３
１
１
）
は
、開
設
９
年
目
を
迎
え
る
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）

で
す
。施
設
ス
タ
ッ
フ
に
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の

園
」
担
当
ス
タ
ッ
フ
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
い

ま
す
。「
生
ま
れ
変
わ
る

当
ホ
ー
ム
『
湘
南
ふ
れ
あ

い
の
園
』
に
是
非
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
当
ホ
ー
ム
（
移

転
前
の
今
の
居
室
）
に
つ

い
て
は
、
来
春
ま
で
期
間

限
定
の
お
得
な
価
格
で

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
新
し
い
ホ
ー
ム
が

オ
ー
プ
ン
し
た
際
に
は
、

そ
ち
ら
も
ご
案
内
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

老
人
ホ
ー
ム
を
お
探
し

の
方
や
、
高
齢
者
施
設

に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
当
ホ
ー
ム
（
☎︎

０
４
６
７
・
８
６
・
６
５

３
４
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
」。

老健「ふれあいの桜」では、通所リハビリテーションの利用者
を募集しています。施設の見学や詳細・リハビリの具体的な
相談などは直接、「ふれあいの桜」にお問合せください。

ふれあいの桜 ☎０４６6-86-9311藤沢市遠藤446-1

ちょっとのぞいてみました
高 齢 者 施 設老健

通所リハ
Vol.6

施設内で、空いた時間に自主的に行なうことができるように「自主訓練
メニュー」も充実しています。スタッフが見守る中で、自分にできる内容を
少しずつチャレンジしている利用者さんが多いようです。

右足・左足の交互に行なう
「足踏み」訓練

● 一気に行なわず、休憩を
  しながら実施すること
● 無理をせず、
  安全に行なうこと
● 必ず手すりにつかまること
などのポイントを伝え、
見守っています。

足を高く上げる意識をもちましょうポイント

右足 左足

い
よ
い
よ
来
春
オ
ー
プ
ン

 

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」

  

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
新
機
能
充
実
！

老
健
・
ふ
れ
あ
い
の
桜
　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

 
お
持
帰
り
の「
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
」で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

や
る
気
ア
ッ
プ
に

2



今月のイチオシ

Recruit Information

正社員 パート

車通勤可

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

ユニフォーム支給

送迎バス有託児所有

夜勤有

キャリアアップ制度有

パ正茅ヶ崎市行谷 給与はすべて経験5年モデル（夜勤4回/月・諸手当含む）で表示

ふれあいの丘
〒253-0007 茅ヶ崎市行谷602-1

☎0467-54-8111
http://www.fureai-g.or.jp/oka/

まずはお電話（8:30～17:30）
ください。面接時に履歴書（写真
貼付）をご持参いただきます。

応 

募

時 

間

① 介護福祉士〈入所〉

貴方の力を求めています

社会保険完備、交通費支給（上限5万円）、ユニフォーム支給、車通勤可（無料駐車場あり）、最寄駅方面の送迎バス無料（茅ケ崎駅・湘南台駅）、各種手当、研修制度、
保育園の利用可、資格取得サポートあり　　年間休日121日、試用期間3カ月、昇給年1回、賞与年3回（例年実績4カ月）待遇

医療法人社団 康心会
介護老人保健施設

急募！

7：30～16：30
8：30～17：30
10：00～19：00

【夜勤】
17：00～
翌9：00

② 介護士〈入所〉

時 

間

③ 看護師
8：30～17：30／9：30～18：30
【夜勤】17：00～翌9：00
8：30～17：30

時 

間

8：30～17：30／9：30～18：30
【夜勤】17：00～翌9：00
8：30～17：30

④ 准看護師

給 

与

月給243,500円～

時給1,300円・夜勤1回20,000円時給1,300円・夜勤1回20,000円
※夜勤のみ可、そのほか時間帯・日数など応相談※夜勤のみ可、そのほか時間帯・日数など応相談

給 

与

月給313,000円～

時給1,500円～
※時間帯・日数など応相談

給 

与 時給1,200円～
※時間帯・日数など応相談

月給269,100円～月給269,100円～給 

与

月給218,400円～

時給1,200円・夜勤1回18,500円
※夜勤のみ可、そのほか時間帯・日数など応相談※夜勤のみ可、そのほか時間帯・日数など応相談
時給1,200円・夜勤1回18,500円

時 

間

7：30～16：30
8：30～17：30
10：00～19：00

【夜勤】
17：00～
翌9：00

資格不要

頚
部
干
渉
波
電
気
刺
激
装
置
を
使
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子

行
な
う
こ
と
で
、
少
し
で
も
嚥
下

機
能
が
改
善
で
き
る
よ
う
に
、
当

院
の
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
は
尽
力
し

て
い
ま
す
。

　

当
院
の
患
者
さ
ま
の
中
に
も
、

嚥
下
障
害
で
お
困
り
の
方
は
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
た
ち
は

患
者
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
お
一
人

お
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
最
適
な
治

療
を
提
供
す
る
こ
と
を
大
切
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
療
法
士
が
患
者
さ

ま
の
ご
自
宅
へ
伺
い
、
住
み
慣

れ
た
住
空
間
で
リ
ハ
ビ
リ
を
提

供
す
る
『
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
』
も
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
当
院
か
ら
訪
問
す
る
療
法
士

に
は
、【
認
定
訪
問
療
法
士
】（
日

本
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

協
会
）
も
お
り
ま
す
の
で
、
障

害
を
抱
え
て
日
常
生
活
に
支
障

が
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
当
院
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
（
☎︎

０
４
６
７
・
５
３
・
４
１
１
１
㈹
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
に
特
化
し
た
研
修
を
受
け
た

【
認
定
訪
問
療
法
士
】
が
伺
い
ま

す
（
日
時
な
ど
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
）」。
取
材
協
力
／
同
院

臨
床
応
用
が
試
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
咽
頭
へ
の
電
気
刺
激
に
よ
っ

て
、
嚥
下
関
連
皮
質
の
興
奮
性
が

変
化
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
電
気
治
療
で
は
痛
み

を
と
も
な
う
こ
と
も
あ
り
、
従
来

の
刺
激
と
異
な
る
干
渉
波
刺
激
に

よ
っ
て
治
療
を
行
な
う
リ
ハ
ビ
リ

機
器
「
頚
部
干
渉
波
電
気
刺
激
装

置
」
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

同
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
で
は
、
摂
食
嚥
下
障
害
に
お
け

る
治
療
で
「
頚
部
干
渉
波
電
気
刺

激
装
置
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
医
療
機
器
は
、
筋
肉
で
は

な
く
、
感
覚
神
経
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
て
い
る
の
で
、
不
快
感
を
抑

え
た
状
態
で
嚥
下
訓
練
を
行
な

い
、
随
意
性
の
運
動
（
意
識
し
た

“
ご
っ
く
ん
”
動
作
）
を
妨
げ
な

い
の
で
、
食
べ
な
が
ら
の
刺
激
が

可
能
で
、
在
宅
医
療
で
の
使
用
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
治
療
を
併
用
し
て
、
継
続

的
に
嚥
下
訓
練
を
実
施
し
た
結

果
、
嚥
下
機
能
が
改
善
し
た
症
例

は
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

■
現
場
で
は
（
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
）

　

同
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

の
課
長
・
杉
浦
雅
美
Ｐ
Ｔ
（
理
学

療
法
士
）
は
、
次
の
よ
う
に
話
し

て
い
ま
す
。

　
（
杉
浦
Ｐ
Ｔ
）「
嚥
下
障
害
が
あ

る
方
に
対
し
、
頚
部
干
渉
波
電
気

刺
激
装
置
を
使
用
し
な
が
ら
、
効

果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

　

嚥
下
障
害
で
は
、〈
飲
み
込
み

に
く
い
〉〈
飲
み
込
め
な
い
〉〈
食

べ
物
が
つ
か
え
る
〉〈
む
せ
こ
む
〉

な
ど
が
現
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
わ
か
り
や
す

い
症
状
が
出
な
い
こ
と
も
あ
り
、

注
意
が
必
要
で
す
。

■
検
査
・
診
断

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
で
は
、
口

腔
内
の
審
査
を
す
る
に
あ
た
り
、

「
喉
頭
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
」

を
用
い
て
、
喉
の
観
察
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
嚥
下
造
影
検
査
」

や
「
嚥
下
内
視
鏡
検
査
」
も
実
施

し
、
食
塊
が
食
道
に
入
る
か
、
あ

る
い
は
肺
に
入
る
か
、
喉
に
食
塊

が
残
留
し
て
い
な
い
か
な
ど
、
患

者
の
嚥
下
の
状
態
を
多
角
度
か
ら

評
価
し
て
い
ま
す
。

■
治
療
方
法
（
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
）

　

嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

研
究
で
は
、
電
気
に
よ
る
末
梢
か

ら
の
感
覚
刺
激
が
、
大
脳
皮
質
の

可
塑
性
変
化
を
促
す
と
の
考
え
か

ら
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

■
障
害
の
原
因

　
「
嚥え
ん
げ下
障
害
」
と
は
、
食
べ
物

や
水
分
を
口
の
中
に
取
り
込
ん
で

か
ら
飲
み
込
む
ま
で
の
過
程
が
、

正
常
に
機
能
し
な
く
な
っ
た
状
態

を
指
し
ま
す
。

　

原
因
に
は
、
次
の
よ
う
な
全
身

疾
患
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
北
部
に
あ
る
「
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
」
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
国

家
資
格
を
も
つ
療
法
士
（
理
学
療
法
士
／
作
業
療
法
士
／
言
語
聴
覚
士
）
が
、
専
門
知
識

と
技
術
に
よ
っ
て
、
嚥え
ん
げ下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
効
果
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

 

飲
み
込
み
機
能
の
改
善
に

　
　
　

 

専
用
医
療
機
器
を
導
入

特 集

茅ケ崎新北陵病院
リハビリテーション科
 遠藤 毅作業療法士

茅ケ崎新北陵病院
リハビリテーション科
 遠藤 毅作業療法士

通院が困難な人や、住み慣れた環境で
安心してリハビリを受けたい人のために、
リハビリ療法士が自宅などに訪れて、そ
の場でリハビリを行なう「訪問リハビリ
テーション」について、専門的な知識と
技術が認められた療法士のこと。訪問先
のそれぞれ異なる状況下で、多くの
ニーズに適切に応えられる知識や経験、
技術を有する療法士が認定される。

認定訪問療法士とは…
お問合せはお気軽にー。

茅ケ崎
新北陵病院
茅ヶ崎市行谷５８３－１
代表電話

☎０４６７
（５３）４１１１

従来に比べて
強い筋肉刺激を軽減させ、
皮膚抵抗が少ない干渉波を
利用した治療機器
頚部干渉波電気刺激装置

　
▽
脳
血
管
障
害

　
　
　

  

脳
出
血
／
脳
梗
塞

　
▽
神
経
に
関
連
し
た
疾
患

　
　
　

  

認
知
症

　
　
　  

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

　
　
　  

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病  

な
ど

　
▽
筋
力
低
下
を
き
た
す
疾
患

　
　
　

  

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

　
　
　  

重
症
筋
無
力
症

　

ま
た
、
加
齢
に
と
も
な
い
、
唾

液
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
歯
の
本

数
が
少
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
影
響
し
て
、咀そ
し
ゃ
く嚼
（
咬
む
こ
と
）

が
困
難
に
な
る
こ
と
や
、
嚥
下
に

必
要
な
筋
力
が
低
下
し
て
、
反
射

が
遅
く
な
る
こ
と
も
、
要
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

幼保連携型認定こども園

みどり幼稚園
横浜市戸塚区汲沢２ｰ２６ １ー４
☎045-881-2301
http://www.fureai-midori.ed.jp

問
合
せ

園内見学のご案内
毎週火・金曜日 １０：３０から（要事前予約）
＊園内行事により、残念ながらご希望に沿えない場合もございます。ご了承ください。

カレー大好き！きのう見たやさいだ！

カレー大好き！きのう見たやさいだ！

ぞう組（２歳クラス）の一コマぞう組（２歳クラス）の一コマ
ひと

スタンプ遊び

わ～すご
い！

ピーマン
の中って

こんなな
の！？

わ～すご
い！

ピーマン
の中って

こんなな
の！？

れ
た
断
面
を
、
触
っ
た
り
、
匂
い

を
嗅
い
だ
り
と
、
興
味
津
々
の
様

子
！
そ
の
後
、
野
菜
を
使
っ
た
ス

タ
ン
プ
遊
び
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

食
材
に
触
れ
、
楽
し
く
過
ご
し

た
翌
日
は
、
前
日
の
野
菜
を
入
れ

た
夏
カ
レ
ー
が
給
食
に
な
り
ま
し

た
。
全
員
、も
ち
ろ
ん
完
食
で
す
。

　

当
園
で
は
園
児
の
好
奇
心
を
育

む
食
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
」。

　

認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

で
は
、
食
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、「
ぞ
う
組
」（
２
歳

ク
ラ
ス
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
ぞ
う
組
担
当
教
諭
）「
調
理
室

か
ら
野
菜
が
運
ば
れ
て
く
る
と
、

ぞ
う
組
の
み
ん
な
の
目
が
、
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
き
ま
し
た
。か
ぼ
ち
ゃ
・

ピ
ー
マ
ン
・
な
す
を
は
じ
め
と
す

る
丸
ご
と
の
野
菜
と
、
そ
の
切
ら

理学療法士とは…

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

問
合
せ

理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
茅ヶ崎市南湖1-6-11（茅ケ崎駅徒歩18分）
☎0467-88-6611
http://www.crc.ac.jp

立つ・歩く・座る・寝る・起きると
いった基本動作の障害、筋力や
持久力の低下、身体各部の痛み
などを、より良い状態に回復させ
るための「理学療法」を専門的
に学びます。その専門知識と技術をもって、患者が抱える麻痺
の回復や、筋力・持久力の向上、痛みの軽減などをはかった
り、杖や車椅子などを活用して、生活環境を改善し、より良い
生活を送れるように支援するリハビリの専門職です。｠

教員一人ひとりが、
熱意をもって
指導しています。
ぜひ一度

ご参加ください。

担当スタッフより学校説明会

13：30スタート
10／５　・11／2土 土

法
な
ど
も
専
門
的
に
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
人
と
し
て
の
資
質

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・

姿
勢
・
視
点
）
を
養
い
、
さ
ら
に

医
療
従
事
者
と
し
て
の
患
者
や
ス

タ
ッ
フ
か
ら
の
信
頼
、
現
場
で
必

要
と
さ
れ
る
“
リ
ー
ダ
ー
”
と
し

て
の
成
長
を
見
据
え
た
人
材
育
成

も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
学
校
説
明
会
へ
！

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
は
、
座
学
や
実
技
を
通

し
て
、
医
療
人
と
し
て
の
幅
広
い

教
養
の
習
得
を
大
切
に
し
て
い
る

「
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
」（
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
）

の
養
成
校
で
す
。

　
「
理
学
療
法
学
科
」
で
は
基
礎

分
野
の
ほ
か
、
病
気
を
理
解
す
る

領
域
や
、
関
係
す
る
検
査
・
治
療

茅ケ崎駅
1

ココ
新湘南バイパス

夢の実現は準備からー。

茅ヶ崎看護専門学校
茅ヶ崎市今宿３９０（バス停「辻東」徒歩5分）
☎0467-86-6011
http://www.chigakan.ac.jp

問
合
せ

「授業についていけるか不安…」
「どんな人たちが入学を希望しているのかな」
など気になることを解消できる！

基礎学力試験や面接対策のポイントを伝授！
個別相談も可能

木学校
説明会

入試
説明会

土10／12
11：00～12：00

金10／25
16：00～18：00

平日の
夕方

平日の
夕方

学園祭
開催中

同校の教員が丁寧に
指導する「看護体験」
同校の教員が丁寧に
指導する「看護体験」

9／19
16：00～18：00

私たちも昨年、
説明会に参加しました！
お気軽にご来校ください。
お申込みはHPから！

　

さ
ら
に
、
10
月
12
日
㈯
は
学
園

祭
「
か
ん
な
祭
」
が
開
か
れ
ま
す
。

在
校
生
と
一
緒
に
看
護
技
術
を
体

験
し
た
り
、
模
擬
店
な
ど
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　

同
日
に
は
「
入
試
説
明
会
」
も

開
催
さ
れ
、
推
薦
入
試
や
社
会
人

入
試
の
対
策
と
ポ
イ
ン
ト
を
、
同

校
担
当
者
が
解
説
し
ま
す
。

　

平
日
の
10
月
25
日
㈮
16
時
〜
18

時
に
は
「
入
試
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、予
定
の
つ
く
日
に
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
で
は
、

土
日
祝
日
の
ほ
か
、平
日
に
も「
学

校
説
明
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
帰
り
の
高
校
生
や
、
平
日

休
み
の
社
会
人
が
、
参
加
し
や
す

い
日
程
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
看

護
に
興
味
の
あ
る
幅
広
い
世
代
の

人
た
ち
に
、
来
校
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
時
は
、
９
月
19
日
㈭
16

時
〜
18
時
。
当
日
は
、
同
校
の
教

員
が
直
接
教
え
る
「
看
護
体
験
」

に
も
、
参
加
が
可
能
で
す
。

夏
カ
レ
ー
で
学
ぶ

「
こ
れ
、昨
日
の
野
菜
？」旬
菜
で
食
育

認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

土
日
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

平
日
夕
方
か
ら
の「
学
校
説
明
会
」

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

深
く
学
び
、人
と
の
つ
な
が
り
を
楽
し
む

質
の
高
い「
医
療
人
」を
養
成

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
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医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
茅ケ崎中央病院
☎0467-86-6530（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

JR茅ケ崎駅北口より徒歩5分
辻堂

中央公園

平塚

北口

1

茅ケ崎駅

茅ケ崎
中央病院茅ヶ崎市役所

湘南
ふれあいの園

茅ケ崎駅前

9月24日（火）14：00から日 時

会 場 湘南ふれあいの園 2階 ラウンジ

胸痛のあれこれ
　「胸の痛み」は、多くの方に経験があるも
のと思います。胸痛には、放置してよいもの
から、すぐに病院に行かなければならない
ものまであります。この講座では、その判断
の一助になるように、医師が丁寧にお話
します。是非ご参加ください。

次回予告

講 

師

茅ケ崎中央病院
総合診療科

蔵田 英志 医師

10月29日（火）14：00から開催
【講師】 耳鼻咽喉科　浜島智秀 医師
「いびきと睡眠障害について」

ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜1-12

医学講座 参加無料参加無料

JR平塚駅南口より徒歩15分

平塚駅

湘南
海岸公園

交番
高浜公園前

南口
バスターミナル

134

ふれあい
平塚ホスピタル

アクセス

お問合せ

9月25日（水）13：30～15：00日 時

会 場 ふれあい平塚ホスピタル 5階 会議室

嚥下内視鏡（VE）をご存知ですか？
　脳梗塞や脳出血などの発症で、飲食物を
飲み込む（嚥下）機能に障害を起こすこと
があります。嚥下機能は加齢によっても低下
する傾向があり、その対応は現代における
重要な課題です。リハビリテーション科の
菅谷医師が、当院で実施している嚥下機能
の検査や、嚥下のしくみを解説します。

次回予告
10月31日（木）13：30～15：30
【講師】総合診療科・循環器内科・外科　谷保直仁 医師

講 

師

ふれあい平塚ホスピタル
リハビリテーション科
菅谷 睦 医師
日本リハビリテーション医学会 専門医

～飲み込む機能を調べる
　　　   検査のひとつです～

えんげ

ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科・循環器内科

谷保 直仁 医師

お
り
ま
す
の
で
、『
ま
だ
、
か
か

り
つ
け
医
が
い
な
い
』
と
い
う
方

は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

健
診
を
か
か
り
つ
け
の
き
っ
か
け
に

　
（
谷
保
医
師
）「
か
か
り
つ
け
医

に
健
康
に
つ
い
て
相
談
す
る
き
っ

か
け
と
し
て
、
健
康
診
断
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
健
診

の
基
本
項
目
に
な
っ
て
い
る
血
液

検
査
や
尿
検
査
は
、
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
す

る
上
で
の
目
安
に
な
り
ま
す
。

　

当
院
は
『
平
塚
市
こ
く
ほ
の
健

診
』『
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
』

の
実
施
医
療
機
関
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、当
院
の
予
約
窓
口（
医

事
課
）
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
」。
取
材
協

力
／
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
昨
今
で
は
、
ご
高
齢
の
方

が
増
加
し
て
お
り
、
複
数
の
生
活

習
慣
病
に
か
か
っ
て
い
る
方
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
や
高

血
圧
症
と
い
っ
た
疾
患
は
、
互
い

に
影
響
し
合
っ
て
ど
ん
ど
ん
悪
化

し
て
い
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
健
康
状
態
全
般
に
つ

い
て
相
談
で
き
る
『
か
か
り
つ
け

医
』
を
見
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
め

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

私
は
専
門
と
し
て
い
る
心
疾
患

や
脳
血
管
障
害
と
い
っ
た
循
環
器

疾
患
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
生
活

習
慣
病
全
般
の
治
療
に
あ
た
っ
て

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
肝
要

　
（
谷
保
医
師
）「
生
活
習
慣
病
の

多
く
は
、
不
健
全
な
生
活
の
積
み

重
ね
に
よ
り
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満

と
な
る
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
発

症
し
ま
す
。
初
期
段
階
で
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
治
療
し
な
い
で
放
っ
て
お
く

と
深
刻
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
で
き
る
限

り
早
期
に
発
見
し
、
治
療
を
開
始

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
関
し
て
、

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
☎︎
０
４
６
３
・
２
２
・
４

１
０
５
）
の
谷
保
直
仁
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

病
、
慢
性
腎
臓
病
と
い
っ
た
い
わ

ゆ
る
「
生
活
習
慣
病
」
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
入
院
に
か
か
っ
た
医

療
費
の
み
で
は
、
脳
梗
塞
、
脳
内

出
血
な
ど
重
篤
な
疾
患
が
上
位
に

あ
り
、
そ
の
多
く
は
、
生
活
習
慣

病
の
影
響
で
発
症
す
る
可
能
性
が

あ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
生
活
習
慣
病
は
、

健
康
長
寿
を
阻
害
す
る
最
大
の
要

因
で
あ
り
、
医
療
費
の
増
大
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
健
康

長
寿
を
実
現
し
つ
つ
、
医
療
費
を

抑
制
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
健
康
状
態
の
把
握
に
努
め
、
生

活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に

は
、
早
め
に
治
療
を
開
始
す
る
こ

と
が
肝
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
疾
患
は
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
現
役
世
代
で
も
多
く

発
症
す
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
疾
患
の
進
行
を

遅
ら
せ
、
医
療
費
の
増
大
を
抑
制

す
る
上
で
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
ば
か
り

　

健
康
保
険
組
合

連
合
会
が
公
表
し

た
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
２
０
１
９
年

１
月
診
療
分
の
中

で
、
医
療
費
が
高

か
っ
た
上
位
10
傷

病
の
う
ち
、
５
傷

病
は
、
高
血
圧
症
、

脂
質
血
症
、
糖
尿

　
高
齢
化
の
進
展
等
で
、
医
療
費

が
増
大
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
糖

尿
病
、高
血
圧
症
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
を
は
じ
め
と

す
る
「
生
活
習
慣
病
」
の
治
療
費

は
、
私
た
ち
の
医
療
費
の
約
３
割

を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

茅ケ崎中央病院
耳鼻咽喉科

峯川 明 医長

見
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

「
鼻
中
隔
弯
曲
症
」や「
副
鼻
腔
炎
」

な
ど
の
病
気
が
隠
れ
て
い
な
い
か

を
含
め
て
、
確
認
し
ま
す
。

　

採
血
で
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
を
し

て
、
ス
ギ
花
粉
症
や
ダ
ニ
ア
レ
ル

ギ
ー
が
確
定
し
た
場
合
、「
舌
下

免
疫
療
法
」
を
開
始
し
ま
す
。

　

初
回
と
１
週
間
後
の
増
量
時
に

は
、
外
来
で
舌
下
錠
を
服
用
し
て

副
作
用
の
有
無
を
確
認
し
、
問
題

な
け
れ
ば
、
翌
日
か
ら
ご
自
宅
で

服
薬
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
１
分

程
度
、
舌
下
に
保
持
す
る
と
、
全

て
溶
け
て
し
ま
う
の
で
、
お
子
さ

ま
で
も
、
継
続
し
や
す
い
服
薬
治

療
で
す
。

　

ス
ギ
花
粉
舌
下
免
疫
療
法
を
開

始
す
る
な
ら
ば
、
ス
ギ
花
粉
が
飛

散
し
て
い
な
い
今
の
時
期
が
ベ
ス

ト
で
す
。
来
年
以
降
の
ス
ギ
花
粉

シ
ー
ズ
ン
を
見
据
え
て
、
治
療
を

ご
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

薬
で
し
た
。し
か
し
昨
年
か
ら「
ス

ギ
花
粉
舌
下
錠
」
が
登
場
し
、
12

歳
未
満
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
（
５
歳
以
上
か
ら
の

使
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

も
、「
ダ
ニ
舌
下
錠
」
の
使
用
が

可
能
で
す
。

　
Ｑ
．
ど
う
す
れ
ば
、
舌
下
免
疫

療
法
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

　

Ａ
．
ス
ギ
花
粉
症
や
ダ
ニ
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
が
疑
わ
れ
る
方

は
、
ま
ず
は
当
院
（
茅
ケ
崎
中
央

病
院
）
の
耳
鼻
咽
喉
科
で
鼻
内
所

で
き
な
い
た
め
、
一
般
的
に
は
６

月
〜
12
月
く
ら
い
ま
で
が
、
新
規

の
開
始
時
期
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
重
度
の
気
管
支
喘
息
が

あ
る
方
は
、
こ
の
免
疫
療
法
を
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
65

歳
以
上
の
方
や
、
他
の
疾
患
を
お

も
ち
の
場
合
は
、治
療
の
開
始
に
、

慎
重
な
判
断
が
必
要
に
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ギ
花
粉
症
に
対
し
て
は
、
か

つ
て
は
「
ス
ギ
花
粉
症
舌
下
液
」

を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
12
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
治
療

　
Ｑ
．
舌
下
免
疫
療
法
の
対
象
者

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
採
血
検
査
な
ど
に
よ
っ

て
、「
ス
ギ
花
粉
症
」
や
「
ダ
ニ

ア
レ
ル
ギ
ー
」
が
確
認
で
き
た
方

が
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ス
ギ
花
粉
の
飛
散
時
期
に
、
新

た
に
ス
ギ
花
粉
免
疫
療
法
は
開
始

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
（
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３
☎︎
０
４
６
７
・
８
６
・
６
５

３
０
）
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
長
・
峯
川
明
医
師
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
治
療
法

「
舌
下
免
疫
療
法
」
の
対
象
者
や
使
用
薬
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

部
や
全
身
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が

起
こ
る
恐
れ
が
あ
り
、
か
つ
て
は

ご
く
ま
れ
に
重
篤
な
症
状
（
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
）
が
発

現
す
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
は
、
薬
の
安
全
性

が
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

ス
ギ
花
粉
症
と
ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー

に
対
す
る
治
療
に
は
、
保
険
が
適

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
舌
下
錠
が
あ
り
、
自
宅

で
の
服
薬
治
療
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
治
療
法
で
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
（
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、

鼻
づ
ま
り
、
涙
目
、
目
の
か
ゆ
み
）

の
改
善
や
、
長
期
間
症
状
を
抑
え

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
薬
の
減
量

や
、
症
状
を
緩
和
し
た
こ
と
に
よ

る
日
常
生
活
の
改
善
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

向
上
）
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

治
療
し
た
全
て
の
人
が
効
果
を

１
０
０
％
受
益
で
き
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
が
、
あ
る
一
定
の
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
る
治
療
法
で
す
。

な
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
を
改
善
す
る
た
め
の
「
ア
レ
ル

ゲ
ン
免
疫
療
法
」
が
今
、
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

体
を
慣
ら
し
て
い
く
治
療

　

ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
と
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
「
ア
レ
ル
ゲ

ン
」
を
少
量
か
ら
投
与
す
る
こ
と

で
体
を
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
慣
ら
し
、

症
状
を
和
ら
げ
る
治
療
方
法
で

す
。
３
〜
５
年
程
度
の
継
続
治
療

が
必
要
で
、
さ
ら
に
ア
レ
ル
ゲ
ン

を
投
与
す
る
こ
と
か
ら
、
体
の
一

れ
て
い
ま
す
。こ
の
治
療
薬
に
は
、

１
日
１
回
タ
イ
プ
の
も
の
や
、
眠

気
の
出
に
く
い
も
の
も
登
場
し
、

比
較
的
手
軽
な
治
療
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
根

本
治
療
で
は
な
い
の
で
、
永
続
的

根
本
的
に
治
す
に
は

　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
お
い

て
、「
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
」
を
使

用
し
た
症
状
を
緩
和
す
る
治
療

が
、
多
く
の
医
療
機
関
で
行
な
わ

　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
「
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
」
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
少
量

か
ら
投
与
し
て
体
を
慣
ら
し
、
症
状
を
和
ら
げ
て
い
く
治
療
法
で
す
。
保
険
適
用

が
あ
り
、
手
軽
に
服
用
で
き
る
舌
下
錠
で
の
治
療
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

医療費 TOP１０（2019年１月診療分）

健康保険組合連合会資料より作成

1 インフルエンザに関わるもの
2 インフルエンザなど

4 喘息

7 急性気管支炎

5 鼻アレルギー

（原発性）高血圧症

詳細不明の糖尿病
慢性腎臓病
２型糖尿病

66 蛋白代謝障害   および脂質血症

上位１０傷病
のうち、

「生活習慣病」
が半分を
占めている

33

88
99
1010

アレルゲンを
含んだ薬

舌の下に置き、
そのまま
溶解させる

アレルゲン免疫療法

舌下錠

アレルゲン
（アレルギーの原因）を、
少量から投与させることで
体をアレルゲンに慣らし、
症状を和らげていく

  「
か
か
り
つ
け
医
を
見
つ
け
て

　
　
　
　
　

    

生
活
習
慣
病
の
早
期
治
療
を
」

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
谷
保
直
仁 

医
師

現
役
世
代
で
も
医
療
費
の
上
位
に
生
活
習
慣
病

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
中
央
病
院
・
耳
鼻
咽
喉
科

　

ス
ギ
花
粉
症
の
治
療（
舌
下
免
疫
療
法
）は

　
　
　

  　
　

 　

 

今
が
ベ
ス
ト
タ
イ
ミ
ン
グ
！

「
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
」に
舌
下
錠
が
登
場

自
宅
で
の
服
薬
治
療
が
可
能
に
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